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一
九
三
四
年
六
月
一
八
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
後
合
衆

国
）
連
邦
議
会
は
、
今
日
の
連
邦
先
住
民
政
策
の
要
と
な
る
一

つ
の
法
律
を
制
定
し
た
。
ホ
イ
ラ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
法
（W

heeler-
H

ow
ard A

ct, 

い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法(Indian 

R
eorganization A

ct)

」、 

以
後
、
再
組
織
法
）
で
あ
る
（
２
）

。
再
組
織
法

は
合
衆
国
先
住
民
の
「
自
治(self-rule)

と
自
活(self-support)
」

を
目
的
に
掲
げ
、
そ
の
生
活
形
態
の
基
盤
と
な
る
部
族
の
再
組
織
を

促
す
た
め
の
法
律
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
草
案
者
で
あ
る
、
内
務
省

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
（B

ureau of Indian A
ffairs

）
の
ジ
ョ
ン
・
コ

リ
ア
（John C

ollier

）
局
長
（
一
九
三
三―

四
五
）
は
、
再
組
織

法
を「
連
邦
政
府
の（
一
方
的
な
）イ
ン
デ
ィ
ア
ン
統
治
を
、イ
ン
デ
ィ

ア
ン
自
治
組
織
へ
譲
り
渡
す
」
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
３
）

。

　

建
国
以
来
、
合
衆
国
に
よ
る
決
定
論
的
な
領
土
拡
張
政
策
に
お

い
て
最
大
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
先
住
民
の
存
在
で
あ
っ
た
。
合

衆
国
と
先
住
民
部
族
と
い
う
異
な
る
主
権
国
家
同
士
が
条
約
を
結

び
、
土
地
を
分
け
合
い
、
平
和
裏
に
共
存
す
る
試
み
は
早
々
に
挫
折

し
た
。
以
後
、
連
邦
先
住
民
政
策
は
、
先
住
民
を
ア
メ
リ
カ
社
会
か

ら
い
か
に
「
排
除
」
す
る
か
、
と
の
課
題
に
直
面
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
一
八
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か

け
て
、連
邦
政
府
は
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
や
虐
殺
な
ど
に
よ
る
「
身

体
的
排
除
」
と
、
英
語
と
職
業
教
育
、
保
留
地
の
個
人
割
り
当
て
に

代
表
さ
れ
る
同
化
政
策
と
い
う
「
文
化
的
排
除
」
を
行
っ
て
き
た
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法
の
矛
盾

　
　
　
　

：
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
先
住
民
保
留
地
に
お
け
る「
家
畜
協
会
」設
立
の
理
念
と
現
実
（
１
）

野　

口　

久
美
子

キ
ー
ワ
ー
ド　

　
　

ア
メ
リ
カ
先
住
民　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
先
住
民
史　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法　

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策　

帝
国
主
義
政
策
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こ
れ
ら
の
連
邦
先
住
民
政
策
の
根
幹
は
、
最
終
的
に
先
住
民
の
、
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
さ
ら
に
は
、
精
神
的
拠
り
所
で
あ
る
部

族
を
解
体
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
結
果
は
、
一
九
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
ル
イ
ス
・
メ
リ

ア
ム
（Lew

is M
eriam

）
の
﹃
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
行
政
の
問
題
（T

he 
Problem

 of Indian A
dm

inistration

）﹄
に
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う

に
、
先
住
民
の
貧
困
化
を
招
き
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
（
４
）

。

　

再
組
織
法
は
全
一
九
条
に
わ
た
っ
て
先
住
民
の
自
治
と
自
活
、
教

育
政
策
、
職
業
政
策
な
ど
を
定
め
た
一
括
法
で
あ
る
が
、
そ
の
柱
は
、

１
）
今
後
、
連
邦
政
府
に
よ
る
先
住
民
部
族
の
土
地
の
分
割
、
割
り

当
て
は
行
わ
れ
な
い
、
２
）
部
族
は
自
治
政
府
を
組
織
で
き
る
、
３
）

部
族
は
経
済
共
同
体
を
組
織
で
き
る
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。
ま
た

再
組
織
法
の
適
用
は
、
制
定
後
一
年
以
内
に
行
わ
れ
る
部
族
成
員
の

賛
否
投
票
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
（
一
九
三
五
年
六
月
に
連
邦

議
会
は
投
票
期
間
を
一
年
延
長
し
て
い
る
）、
ま
た
、
２
）
３
）
に

つ
い
て
も
、
個
別
に
、
部
族
成
員
に
よ
る
投
票
で
賛
成
さ
れ
る
こ
と

が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
過
程
は
、
内

務
局
長
に
よ
る
承
認
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
以
上
の
内

容
を
総
合
す
る
と
、
再
組
織
法
は
、「
部
族
成
員
が
希
望
す
れ
ば
」、

連
邦
政
府
の
保
護
の
下
に
お
い
て
、
部
族
の
政
治
的
、
経
済
的
な
組

織
化
を
行
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
。

　

再
組
織
法
は
、
合
衆
国
の
そ
れ
ま
で
の
先
住
民
政
策
を
大
幅
に
修

正
し
て
い
る
。
同
法
は
、
先
住
民
部
族
を
強
制
的
に
解
体
し
、
さ
ら

に
個
々
の
先
住
民
を
ア
メ
リ
カ
社
会
に
同
化
さ
せ
る
「
直
接
統
治
」

を
否
定
し
、
土
地
を
基
盤
と
し
た
部
族
社
会
を
維
持
し
、
自
治
を
認

め
る
「
間
接
統
治
」
を
唱
え
て
い
る
。
こ
の
政
策
転
換
は
、
世
紀
転

換
期
の
合
衆
国
に
お
け
る
「
革
新
主
義
」
の
影
響
を
受
け
た
社
会
改

革
熱
の
高
ま
り
や
、「
文
化
多
元
主
義
」
を
基
調
と
す
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
統
合
理
論
と
い
っ
た
思
想
的
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
、
最
終

的
に
は
、
一
九
三
三
年
に
就
任
し
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト(Franklin R
oosevelt)

大
統
領
に
よ
る
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

に
お
い
て
結
実
し
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
は
、
議
会
法
に
よ
っ
て

連
邦
政
府
が
積
極
的
に
部
族
自
治
と
経
済
的
自
立
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
先
住
民
の
貧
困
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
再
組
織
法

体
勢
は
、
基
本
的
に
は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
、
連
邦―

先
住
民
関

係
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
再
組
織
型
の
間
接
統
治
理
念
と
そ
の
適
用
過
程
は
、

各
先
住
民
部
族
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
法

は
、
そ
の
適
用
が
、
個
々
の
部
族
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、

当
然
な
が
ら
、
対
す
る
先
住
民
部
族
の
反
応
は
多
彩
を
極
め
た
。
以

下
、
本
稿
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
先
住
民
部
族
、
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
（T

ule R
iver Indian T

ribe, 

以
後

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
）
の
事
例
を
基
に
、
特
に
再
組
織
法
の
経

済
政
策
の
要
で
あ
る
「
経
済
共
同
体
（T

ribal Incorporation for 
B

usiness Purpose

）」
の
設
立
に
関
す
る
部
族
内
議
論
と
そ
の
歴

史
的
背
景
を
分
析
す
る
。
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再
組
織
法
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
そ
の
先
行
研

究
の
多
く
は
、
特
に
、
再
組
織
法
の
中
の
部
族
自
治
を
扱
う
第
一
六

条
（
内
務
長
官
の
監
視
下
に
お
い
て
「
部
族
憲
法
」
と
「
部
族
議
会
」

を
設
立
す
る
こ
と
）
に
焦
点
を
当
て
、
同
法
の
法
律
制
定
過
程
や
そ

の
思
想
的
背
景
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
（
５
）

。
さ

ら
に
先
住
民
の
「
民
族
自
決
（Self-D

eterm
ination

）」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
共
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
「
多
文
化
主
義
」

を
掲
げ
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
前
後
で
、
再
組
織
法
第
一
六
条
に
対

す
る
評
価
は
大
き
く
分
か
れ
る
。
そ
れ
以
前
、
同
法
は
、
先
住
民
自

治
と
部
族
文
化
の
復
興
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
住
民
の
主
体

性
を
尊
重
す
る
「
多
文
化
主
義
」
の
先
駆
け
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
再
組
織
法
で
実
際
に
設
立
さ
れ
た
部
族
政
府
の
事

例
研
究
が
蓄
積
さ
れ
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
同
法
は
、
内
務

長
官
の
権
限
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
来
「
主
権
国
家
」

の
地
位
を
持
つ
部
族
の
「
自
治
権
（sovereignty

）」
を
制
限
す
る

結
果
を
も
た
ら
し
た
と
再
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。こ
の
再
解
釈
は
、

先
住
民
が
部
族
単
位
で
連
邦
政
府
の
間
接
統
治
に
組
み
込
ま
れ
た
と

い
う
点
に
お
い
て
、
再
組
織
法
（
第
一
六
条
）
を
「
同
化
政
策
」
上

に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
再
組
織
法
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
経
済
共
同
体
の
設
立

を
扱
っ
た
第
一
七
条
（
内
務
長
官
の
監
視
下
に
お
い
て
、部
族
が
「
経

済
共
同
体
」
を
設
立
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
再
組
織

法
研
究
で
は
十
分
な
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
再

組
織
法
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
グ
ラ
ハ
ム
・
テ
イ
ラ
ー
（G

raham
 

Taylor

）
は
、
同
法
が
先
住
民
の
自
治
と
い
う
政
治
的
目
標
を
達
成

す
る
に
は
ほ
ど
遠
い
、
と
評
価
し
た
上
で
、
そ
の
経
済
政
策
に
つ

い
て
も
「
特
定
の
事
例
で
特
異
な
成
果
を
挙
げ
た
以
外
に
、
全
国

的
に
見
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
生
活
環
境
を
長
期
的
に
改
善
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
６
）
。
実
際
に
、
再
組
織
法
制
定
か
ら

約
三
五
年
後
の
一
九
六
九
年
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
教
育
に
関
す
る
全
国

的
な
調
査
結
果
が
、
通
称
「
ケ
ネ
デ
ィ
ー
・
リ
ポ
ー
ト
（K

ennedy 
R

eport

）」
と
し
て
公
開
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
未
だ
メ
リ
ア
ム
・

レ
ポ
ー
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
で
の
困
窮
の

実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
確
か
に
第
一
七
条
も
、
先
住
民
社
会
の

貧
困
を
解
決
す
る
ま
で
に
は
、
十
分
か
つ
広
範
囲
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
故
、
再
組
織
法
で
提

示
さ
れ
た
「
経
済
共
同
体
」
と
、
そ
れ
が
意
図
し
た
部
族
の
経
済
発

展
が
失
敗
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
議
論
は
、
第
一
六
条
と

比
較
す
る
と
十
分
に
行
わ
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
再
組
織
法
は
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
地
と
資
源
を
保

存
し
、
開
発
す
る
こ
と
、
及
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
事
業
組
織
及
び
そ

の
他
の
組
織
を
形
成
す
る
権
利
を
与
え
こ
と
、
及
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

の
た
め
に
信
用
貸
制
度
を
設
置
す
る
こ
と
、
及
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

自
治
に
関
す
る
一
定
の
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
、
及
び
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
た
め
の
職
業
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
他
の
目
的
の

た
め
の
法
律
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
、
そ
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も
そ
も
、
再
組
織
法
の
本
来
的
な
目
的
が
、
先
住
民
保
留
地
に
お
け

る
経
済
発
展
に
重
心
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
紙
幅
の
制
限
上
、
本
稿
で
詳
細
に
扱
う
余
裕
は
な
い
が
、
実
際
、

部
族
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
、
再
組
織
法
案
の
連
邦
議
会
審
議
で

大
き
な
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
邦
議
会
で
は
、
先
住

民
を
ア
メ
リ
カ
社
会
か
ら
隔
離
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
同
化
主
義
者

や
、
コ
ミ
ュ
ー
ナ
ル
な
社
会
形
態
が
「
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
」
に
反

す
る
と
し
た
当
時
の
保
守
主
義
者
な
ど
が
、
第
一
六
条
で
提
示
し
た

部
族
自
治
の
設
立
に
多
く
の
批
判
を
表
明
し
た
。
一
方
、
そ
れ
ら
の

懐
柔
策
と
し
て
、
草
案
者
で
あ
る
コ
リ
ア
局
長
は
、
再
組
織
法
が
い

か
に
先
住
民
の
経
済
的
自
立
を
促
進
し
、
連
邦
議
会
の
将
来
的
な
資

金
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
経
済
的
利
点
を
強

調
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
８
）

。

　

ま
た
、
再
組
織
法
は
先
住
民
の
経
済
発
展
の
た
め
に
、
連
邦
議
会

か
ら
多
く
の
財
政
支
援
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例

え
ば
、
内
務
長
官
の
責
任
下
に
お
い
て
部
族
の
土
地
、
天
然
資
源

等
の
保
存
が
提
示
さ
れ
（
第
四
条
）、
土
地
の
買
い
戻
し
の
た
め
に

二
〇
〇
万
ド
ル
（
第
五
条
）、
部
族
産
業
の
育
成
の
た
め
の
回
転
資

金
と
し
て
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
第
一
〇
条
）、
先
住
民
へ
の
職
業
教

育
と
高
等
教
育
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
万
ド
ル
と
、
五
万
ド
ル
（
第

一
一
条
）
の
資
金
が
捻
出
さ
れ
て
い
る
。
部
族
へ
の
経
済
支
援
に
関

す
る
以
上
の
内
容
か
ら
は
、
再
組
織
法
は
、
部
族
の
政
治
的
自
治
を
、

そ
の
経
済
発
展
と
並
行
す
る
形
で
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
が
明

ら
か
に
読
み
取
れ
る
。

　

同
時
に
、
先
住
民
部
族
も
経
済
発
展
に
関
連
す
る
条
項
に
大
き

な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
法
が
成
立
す
る
直
前

の
一
九
三
四
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
全
米

一
一
カ
所
で
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
議
会
（Indian C

ongress

）」
と
呼

ば
れ
る
再
組
織
法
公
聴
会
を
開
催
し
て
い
る
（
９
）
。
こ
の
公
聴
会
は
、
主

に
部
族
の
代
表
者
に
対
し
て
、
再
組
織
法
案
の
内
容
を
説
明
し
、
ま

た
そ
れ
ら
へ
の
意
見
を
収
集
す
る
目
的
を
持
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

議
会
の
記
録
か
ら
は
、
大
半
の
部
族
代
表
者
の
関
心
が
、
部
族
政
府

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
再
組
織
法
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
に
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
前
述
の
﹃
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
行
政
の
問
題
﹄
や
、
ヘ

レ
ン
・
Ｈ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン(H

elen H
. Jackson)

の
﹃
恥
ず
べ
き
一

世
紀
（A

 C
entury of D

ishonor

）﹄
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

当
時
、
先
住
民
は
ア
メ
リ
カ
社
会
で
「
最
も
貧
し
い
人
々
」
で
あ
っ

た）
₁₀
（

。
多
く
の
保
留
地
は
高
い
失
業
率
を
記
録
し
て
い
た
し
、
部
族
成

員
個
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
が
次
々
と
非
成
員
に
売
却
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
資
源
さ
え
も
が
急
減
し
て
い
る
状
況
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
議
会
の
議
事
録
か
ら
は
、
多
く
の
部
族
が
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
か
ら
提
示
さ
れ
た
部
族
政
府
設
立
の
提
案
に
戸
惑
い

を
感
じ
て
い
た
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
の
時
代
が
続

き
、
そ
の
後
、
連
邦
政
府
の
同
化
政
策
に
直
面
し
て
き
た
多
く
の
部
族

に
と
っ
て
、
再
組
織
法
が
提
示
し
た
政
策
転
換
は
驚
き
と
疑
心
暗
鬼
と
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と
も
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
対
し
て
、再
組
織
法
に
よ
る
経
済
援
助
は
、

同
法
を
受
け
入
れ
る
際
の
絶
対
的
利
点
と
さ
れ
て
い
る）
₁₁
（

。
成
立
当
初
、

再
組
織
法
の
制
作
者
側
も
、
ま
た
そ
の
受
け
手
で
あ
る
部
族
側
も
大
き

な
期
待
を
抱
い
て
い
た
、
同
法
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
分
析
の
欠
如

は
、
再
組
織
法
研
究
の
最
大
の
欠
陥
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
再
組
織
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
部
族
ご
と
の
具
体
的
事
例

の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
先
住

民
の
研
究
者
の
増
加
な
ど
を
受
け
、「
自
ら
の
部
族
を
部
族
の
視
点

で
研
究
し
た
」
部
族
史
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る）
₁₂
（

。
そ
れ
ら
個
々
の
部
族

史
研
究
は
、
再
組
織
法
の
包
括
的
評
価
を
提
示
す
る
に
は
不
十
分
で

あ
る
が
、
再
組
織
法
と
、
さ
ら
に
過
去
の
先
住
民
政
策
研
究
に
絶
対

的
に
欠
如
し
て
い
た
部
族
側
の
視
点
を
提
示
し
、
部
族
自
治
と
自
活

に
関
す
る
、
先
住
民
的
価
値
観
と
再
組
織
法
的
価
値
観
の
差
異
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。
以
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、本
稿
で
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
に
関
す
る
、
部
族
史

研
究
の
一
環
と
し
て
、
同
部
族
に
お
け
る
再
組
織
法
一
七
条
の
適
用

過
程
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。同
部
族
で
は
、

再
組
織
法
を
受
け
入
れ
た
直
後
、「
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
家
畜
協
会

（T
ule R

iver C
attle A

ssociation, 

以
後
家
畜
協
会
）」
の
設
立
が

議
論
さ
れ
た
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留

地
の
設
立
過
程
を
提
示
し
、
保
留
地
に
お
け
る
経
済
活
動
の
歴
史
的

経
過
に
言
及
し
た
後
、
再
組
織
法
下
で
の
家
畜
協
会
の
設
立
を
巡
る

議
論
を
追
う
。

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
成
立

  

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
主
な
構
成
員
は
、
ヨ
ク
ー
ト

（Yokuts

）
と
呼
ば
れ
る
先
住
民
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ヨ
ク
ー
ト
は

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
中
部
、
地
図
上
で
は
サ
ン
ホ
ワ
キ
ン
ヴ
ァ
レ
ー

一
帯
に
居
住
し
、
ヨ
ク
ー
ト
語
を
話
す
先
住
民
グ
ル
ー
プ
の
総
称
で

あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
と
の
最
初
の
継
続
的
接
触
が
始
ま
っ
た
一
八
世
紀

末
ま
で
、
ヨ
ク
ー
ト
は
、
約
五
〇
の
部
族
に
分
か
れ
、
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
に
独
立
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
個
々
の

部
族
は
、元
来
「
食
料
供
給
地
を
等
し
く
す
る
集
団
」
と
し
て
河
川
、

湖
岸
な
ど
の
自
然
的
特
徴
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）
₁₃
（

。

各
部
族
内
に
お
け
る
生
活
形
態
の
最
小
単
位
は
ク
ラ
ン
（clan

：
血

族
、
も
し
く
は
拡
大
家
族
）
で
あ
り
、
特
定
の
ク
ラ
ン
か
ら
、
政
治

的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
テ
ィ
ヤ
（tiya

）
と
儀
礼
を
執
り
行
う
メ
デ
ィ

ス
ン
マ
ン（m

edicine m
an

）が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
て
い
た
。
テ
ィ

ヤ
は
強
い
政
治
的
権
限
を
持
ち
、
父
系
制
を
と
る
ヨ
ク
ー
ト
の
部
族

社
会
で
は
、
父
親
か
ら
息
子
へ
、
も
し
く
は
、
統
率
力
を
持
つ
男
性

血
縁
者
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た）
₁₄
（

。
個
々
の
部
族
は
、
い
わ
ば
、

テ
ィ
ヤ
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
複
数
の
ク
ラ
ン
の
ゆ
る
や
か
な
集
合
体

で
あ
っ
た
。

　

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
前
身
で
あ
る
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
・
フ
ァ
ー
ム(T

ule R
iver Farm

, 

以
後
フ
ァ
ー
ム)

は
、

一
八
五
六
年
、ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー（
川
）沿
い
の
、現
在
の
ポ
ー
タ
ー

ビ
ル
（Porterville

）
市
付
近
に
設
立
さ
れ
た
。
フ
ァ
ー
ム
設
立
に
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先
立
つ
一
八
五
〇
年
、
合
衆
国
三
一
番
目
の
州
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
が
成
立
し
て
い
る
。
す
で
に
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
湧
い

た
一
八
四
〇
年
代
末
よ
り
、
同
州
に
は
一
攫
千
金
を
狙
う
採
掘
者
や

移
民
が
押
し
寄
せ
、
人
口
は
急
増
し
て
い
た
。
一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
先
住
民
は
、
急
増
す
る
移
住
者
と
の
土
地
や
食
料
を
巡
る

争
い
や
、
彼
ら
が
も
た
ら
す
疫
病
、
さ
ら
に
は
飢
餓
な
ど
の
結
果
、

そ
の
人
口
が
激
減
し
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
は
、
一
世
紀
前
の
人
口

の
約
一
〇
分
の
一
と
な
っ
て
い
た）
₁₅
（

。

　

州
の
中
心
部
を
占
め
る
サ
ン
ホ
ワ
キ
ン
ヴ
ァ
レ
ー
は
、
元
来
、
先

住
民
人
口
が
密
集
し
、
先
住
民
と
非
先
住
民
と
の
争
い
が
特
に
激
し

か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
一
八
五
六
年
に
は
、
つ
い
に
ポ
ー
タ
ー
ビ
ル

近
郊
で
も
、
家
畜
の
略
奪
を
巡
り
、
先
住
民
と
周
辺
白
人
と
の
大
規

模
な
争
い
が
勃
発
し
た
。
結
果
、
ヨ
ク
ー
ト
は
敗
北
し
、
そ
の
直
後
、

連
邦
政
府
が
私
有
地
を
借
り
と
っ
て
設
立
し
た
一
二
八
〇
エ
ー
カ
ー

の
保
留
地
、
フ
ァ
ー
ム
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る）
₁₆
（

。

　

設
立
当
初
、
フ
ァ
ー
ム
に
は
、
周
辺
に
居
住
す
る
ヨ
ク
ー
ト
を
中

心
と
し
た
先
住
民
、
約
三
五
〇
人
が
強
制
的
に
集
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
も
白
人
入
植
者
と
の
抗
争
や
他
の
保
留
地
の
統
廃
合
に
よ
る
収

容
人
数
の
増
加
、
食
料
不
足
、
疫
病
の
蔓
延
、
さ
ら
に
は
フ
ァ
ー
ム

か
ら
の
離
散
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
人
口
は
流
動
的
に
推
移
し
た
。
例

え
ば
、
一
八
六
四
年
に
、
同
じ
く
先
住
民
の
た
め
の
保
留
地
と
し
て

設
立
さ
れ
た
、
テ
ホ
ン
・
リ
ザ
ー
ブ
（Tejon R

eserve

）
が
閉
鎖

さ
れ
る
と
、
約
四
〇
〇
人
近
い
先
住
民
が
フ
ァ
ー
ム
へ
移
住
し
、
一

時
、
そ
の
人
口
は
九
〇
〇
人
以
上
に
増
加
し
て
い
る
が
、
一
八
七
〇

年
代
の
後
半
に
な
る
と
三
〇
〇
人
か
ら
四
〇
〇
人
程
度
に
落
ち
着
い

て
い
る
。

　

連
邦
政
府
は
、
フ
ァ
ー
ム
の
設
立
に
よ
り
、
先
住
民
の
居
住
地
を

確
保
し
た
も
の
の
、
フ
ァ
ー
ム
で
の
食
料
は
、
基
本
的
に
自
給
自
足

と
し
た
。
元
来
、
ヨ
ク
ー
ト
は
、
エ
イ
コ
ー
ン
な
ど
の
木
の
実
の
採

取
や
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
（
川
）
で
の
漁
業
に
よ
っ
て
食
料
を
獲
得

し
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、フ
ァ
ー
ム
の
人
口
増
加
に
よ
り
、狩
猟
、

採
集
で
は
、
食
料
の
自
給
は
困
難
と
な
り
、
そ
の
生
活
形
態
の
変
容

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。そ
こ
で
、先
住
民
は
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー（
川
）

か
ら
水
を
引
き
、
灌
漑
設
備
を
独
自
に
完
成
さ
せ
、
フ
ァ
ー
ム
を
豊

か
な
農
業
地
帯
へ
と
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る）
₁₇
（

。　

　

だ
が
一
八
七
〇
年
代
に
は
、
周
辺
の
非
先
住
民
か
ら
フ
ァ
ー
ム
を

開
放
せ
よ
と
の
要
求
が
高
ま
っ
た
。
背
景
に
は
、
フ
ァ
ー
ム
の
先

住
民
が
設
立
し
た
灌
漑
設
備
に
よ
り
、
同
地
が
豊
か
な
農
業
地
帯

と
な
っ
た
こ
と
、
鉄
道
の
開
通
と
そ
れ
に
伴
う
ポ
ー
タ
ー
ビ
ル
の
発

展
、
周
辺
の
土
地
価
格
の
上
昇
な
ど
が
あ
る
。
元
来
、
フ
ァ
ー
ム
自

体
が
借
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
政
府
は
、
周
辺
住
民
か
ら
の

先
住
民
に
対
す
る
移
住
要
求
を
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
大
統
領

の
行
政
命
令
に
よ
り
、
フ
ァ
ー
ム
の
東
方
、
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
の

麓
に
、
四
八
〇
〇
エ
ー
カ
ー
に
渡
る
保
留
地
を
新
た
に
設
立
し
た
。

こ
れ
が
現
在
の
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
あ
る
。
約
三
七
四

人
の
人
々
が
、
反
抗
も
む
な
し
く
、
再
び
フ
ァ
ー
ム
か
ら
ト
ュ
ー
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ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
へ
強
制
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た）
₁₈
（

。
そ
の
後
、

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
は
、
飢
餓
や
離
散
に
よ
り
人
口
が
減

少
し
、
一
八
八
四
年
代
ま
で
に
三
〇
か
ら
四
〇
の
家
族
で
構
成
さ
れ

る
一
五
〇
名
程
度
の
人
口
が
残
っ
た
。

　

以
上
の
保
留
地
設
立
過
程
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
ト
ュ
ー

ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
は
、
主
に
ヨ
ク
ー
ト
語
族
に
属
す
る
複
数
部
族

が
、
数
度
の
強
制
移
住
の
末
に
集
め
ら
れ
た
先
住
民
保
留
地
で
あ

る
。
移
動
は
家
族
単
位
で
行
わ
れ
、
移
住
後
も
部
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
強
く
維
持
さ
れ
、
政
治
活
動
や
財
産
管
理
の
最
小
単
位
と
し

て
保
留
地
生
活
に
引
き
継
が
れ
て
く
。
特
に
、
保
留
地
で
は
、
移
住

組
部
族
で
あ
れ
、
そ
の
土
地
の
土
着
の
部
族
で
あ
れ
、
テ
ィ
ヤ
の
家

系
へ
の
尊
敬
は
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、保
留
地
設
立
以
来
、

同
保
留
地
の
人
々
は
、
そ
の
部
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
加
味
さ
れ

る
事
な
く
「
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
（T

ule R
iver 

Indians

）」と
総
称
さ
れ
、連
邦
政
府
の
公
式
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
保
留
地
設
立
後
の
半
世
紀
間
は
、
先
住
民
の
「
保
留

地
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
形
成
期
で
も
あ
っ
た
。
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
共
有
の
居
住
空
間
、
各
部
族
人
口
の

減
少
、
共
通
言
語
の
存
在
、
そ
し
て
異
な
る
部
族
成
員
間
の
婚
姻
に

よ
っ
て
各
部
族
の
境
界
を
次
第
に
取
り
払
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る）
₁₉
（

。

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
お
け
る
家
畜
業
の
発
展

　

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
連
邦
政
府
に
よ
る

先
住
民
へ
の
同
化
政
策
は
、
先
住
民
を
「
独
立
自
営
農
民
化
」
す
る

た
め
、
保
留
地
の
土
地
を
部
族
の
成
員
個
人
に
割
り
当
て
る
土
地
政

策
を
採
用
し
て
い
た
。
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
も
、
保
留
地

の
境
界
線
を
確
定
す
る
調
査
が
終
了
し
た
一
九
一
〇
年
代
、
連
邦
政

府
に
よ
っ
て
土
地
の
割
り
当
て
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
る
。

　

当
初
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
、
保
留
地
の
東
部
や
北
部
の
森
林
地

帯
を
先
住
民
に
割
り
当
て
れ
ば
、
林
業
へ
従
事
す
る
か
、
少
な
く

と
も
林
業
者
へ
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
賃
貸
料
が
ト
ュ
ー
ル

リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
人
々
の
収
入
に
な
る
と
の
見
込
み
を
持
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
保
留
地
の
設
立
以
来
、
そ
の
先
住
民
が
主
た
る
生
業

と
し
て
林
業
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
記
録
は
少
な
い
。
さ
ら
に
、

一
八
八
八
年
に
大
陸
横
断
鉄
道
が
ポ
ー
タ
ー
ビ
ル
市
ま
で
伸
び
る

と
、
保
留
地
外
の
林
業
者
が
保
留
地
の
森
林
を
不
法
に
伐
採
し
、
森

林
資
源
は
急
速
に
枯
渇
し
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

局
は
、
林
業
を
見
越
し
た
土
地
の
割
り
当
て
の
み
で
は
、
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
先
住
民
す
べ
て
に
、
そ
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
の
経

済
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
す
る）
₂₀
（

。

　

一
九
一
〇
年
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地

に
調
査
員
を
派
遣
し
、
森
林
地
帯
以
外
の
土
地
の
割
り
当
て
を
検
討

し
始
め
る
。
し
か
し
、
森
林
地
帯
以
外
の
保
留
地
は
、
そ
の
大
部
分

が
岩
山
や
丘
陵
地
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
調
査
員
は
視
察
の
結
果
、

こ
れ
ら
の
土
地
の
大
半
は
農
業
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
農

業
用
地
と
し
て
平
等
に
分
配
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
と
し
た）
₂₁
（

。
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一
方
、
こ
の
調
査
員
は
、
保
留
地
内
の
約
二
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
傾
斜

地
は
、
水
は
け
の
よ
い
牧
草
地
で
あ
り
、
そ
れ
を
家
畜
用
地
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
以
後
、
連
邦
政
府
は
、
保
留
地

の
経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
家
畜
用
地
の
利
用
と
家
畜

業
の
発
展
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
設
立
以
来
、
保
留
地

の
人
々
は
そ
の
地
理
的
条
件
を
活
か
し
、
小
規
模
な
が
ら
家
畜
業
を

営
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
か
ら
派
遣
さ
れ

た
調
査
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
保
留
地
の
設
立
当
初
、
こ
れ
ら
の

家
畜
用
地
の
約
半
分
は
そ
の
土
地
の
「
使
用
権
」
を
与
え
ら
れ
た
少

数
の
家
族
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
土
地
の
「
使
用
権
」

が
特
定
家
族
に
与
え
ら
れ
た
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
示
し
た
文
書

は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
保
留

地
成
員
が
、「
保
留
地
設
立
期
に
、
元
来
そ
の
土
地
に
居
住
し
て
い

た
テ
ィ
ヤ
の
家
族
と
、
保
留
地
に
移
住
を
強
い
ら
れ
た
有
力
な
数
家

族
（
他
地
域
で
の
テ
ィ
ヤ
を
含
む
）
が
、
移
住
を
条
件
に
、
広
大
な

家
畜
用
地
の
使
用
権
と
そ
の
継
承
を
認
め
ら
れ
た
」
と
証
言
し
て
い

る）
₂₂
（

。
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
を
含
め
た
先
住
民
保
留
地
は
、
連

邦
政
府
の
信
託
下
に
お
け
る
保
留
地
成
員
の
共
同
所
有
地
で
あ
る
。

一
方
で
、
家
畜
用
地
の
使
用
権
に
関
す
る
特
別
措
置
に
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
設
立
過
程
で
は
、
有
力
な

数
家
族
に
、
特
定
の
土
地
の
実
質
的
「
使
用
権
」
が
与
え
ら
れ
る
、

と
い
う
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
作
り
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
保
留
地

の
人
々
は
こ
れ
ま
で
、
テ
ィ
ヤ
を
含
む
数
家
族
の
特
権
的
地
位
を
、

伝
統
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
延
長
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

当
然
な
が
ら
、
使
用
で
き
る
土
地
の
格
差
は
、
成
員
が
そ
こ
で
飼

育
で
き
る
家
畜
量
の
差
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。
結
果
的
に
、
広
大
な

家
畜
用
地
の
使
用
権
を
持
つ
家
族
は
、
大
規
模
な
家
畜
業
を
営
む

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
方
、
そ
の
他
の
成
員
は
、
残
り

の
土
地
を
分
け
合
っ
て
飼
育
で
き
る
だ
け
の
家
畜
を
保
有
す
る
の
み

で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
便
宜
上
、
保
留
地
に
お
け
る
広
い
土
地
の

使
用
権
と
そ
れ
に
伴
い
数
十
頭
か
ら
数
百
頭
単
位
の
家
畜
を
所
有
す

る
家
族
を
「
大
規
模
家
畜
所
有
者
」、
ま
た
家
畜
所
有
数
が
数
頭
か

ら
二
〇
頭
前
後
の
家
族
を
「
小
規
模
家
畜
所
有
者
」（
家
畜
の
所
有

を
望
み
な
が
ら
も
所
有
不
可
能
で
あ
っ
た
家
族
も
含
む
）
と
す
る
。

一
九
一
〇
年
代
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
は
、
四
人
（
四
つ

の
家
族
の
家
長
）
の
大
規
模
家
畜
所
有
者
が
存
在
し
た
。

　

一
九
一
〇
年
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
局
の
現
地
職
員
を
務
め
て
い
た
ア
ロ
ン
ゾ
・
Ｐ
・
エ
ド
モ
ン
ソ

ン
（A

lonzo P. E
dm

onson

）
は
、
家
畜
用
地
に
お
け
る
不
平
等
な

使
用
状
況
を
憂
慮
し
て
い
た
。
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
は
、「
こ
の
保
留
地

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
一
〇
〇
〇
頭
の
家
畜

の
う
ち
、
五
〇
〇
頭
は
四
人
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ

て
い
る
。
残
り
の
五
〇
〇
頭
は
、一
頭
か
ら
二
〇
頭
程
度
の
範
囲
で
、

残
り
の
個
人
に
所
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
は
、
平
等
な
分
配
と
は



－  14  －－  15  －

史
苑
（
第
七
二
巻
第
二
号
）

言
え
な
い
。
こ
の
土
地
使
用
形
態
が
続
く
限
り
、
よ
り
経
済
的
不
平

等
が
増
す
で
あ
ろ
う
。
他
の
保
留
地
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ

で
も
少
数
の
貪
欲
な
人
々
が
、
貧
し
い
階
級
の
人
々
の
厳
し
い
労
働

を
尻
目
に
、
最
良
の
土
地
を
独
占
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、

部
族
成
員
間
の
経
済
格
差
を
問
題
視
し
た）
₂₃
（

。
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
は
、
連

邦
政
府
に
よ
る
土
地
の
割
り
当
て
政
策
に
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
家
畜

用
地
を
成
員
に
平
等
に
割
り
当
て
る
こ
と
が
、
こ
の
経
済
格
差
を

是
正
す
る
手
段
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
、
連
邦
政
府
に
よ
る
土
地

の
割
り
当
て
を
巡
る
議
論
の
中
で
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
と
小
規
模

家
畜
所
有
者
間
の
家
畜
用
地
を
巡
る
経
済
格
差
が
明
る
み
に
出
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
が
家
畜
用
地
の
割
り
当
て
を
提
案
し
た
も

う
一
つ
の
目
的
は
、
家
畜
用
地
の
保
護
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭

は
、
合
衆
国
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
主
導
に
よ
る
自
然
保
護
政
策
が

活
発
に
議
論
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の

家
畜
業
は
、
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
一
つ
の
問
題
を
内
包
し
て
い

た
。
保
留
地
の
家
畜
用
地
の
約
半
分
を
使
用
し
て
い
た
小
規
模
家
畜

所
有
者
は
、
数
頭
の
家
畜
で
は
生
活
を
支
え
き
れ
ず
、
そ
の
た
め
、

保
留
地
外
の
羊
産
業
者
に
共
同
で
保
留
地
の
土
地
を
貸
し
出
し
て
い

た
。
ま
た
小
規
模
家
畜
所
有
者
は
、
土
地
か
ら
上
が
る
貸
料
と
と
も

に
、
自
ら
も
羊
業
者
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
金
収
入
を
得

て
い
た
。
当
時
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
羊
産
業
は
発
展
期
に
あ
っ
た
。

そ
れ
に
は
、
南
北
戦
争
で
南
部
の
綿
花
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
羊
の
需
要
が
高
ま
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る）
₂₄
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
羊
産
業
は
保
留
地
の
牧
草
地
を
急
速
に
枯
渇
さ

せ
て
い
っ
た
。
羊
の
飼
育
は
、
土
地
の
枯
渇
を
早
め
、
牧
草
地
の
長

期
に
渡
る
再
利
用
を
困
難
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
家

畜
用
地
の
保
護
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
不
平
等
な
家
畜
所
有
量
の
改

善
が
急
務
で
あ
る
と
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
、

エ
ド
モ
ン
ソ
ン
を
通
し
て
家
畜
業
統
制
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
そ
こ

で
提
示
さ
れ
た
の
は
、
最
終
的
に
、
１
）
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留

地
の
割
り
当
て
は
行
わ
ず
、
２
）
羊
業
者
へ
の
土
地
の
貸
し
出
し
を

禁
止
し
、
３
）
保
留
地
全
員
の
家
畜
用
地
を
統
合
し
、
主
に
牛
を
飼

育
す
る
白
人
の
家
畜
業
者
に
牧
草
地
を
貸
し
出
し
、
そ
し
て
４
）
そ

の
利
益
と
し
て
の
賃
料
は
保
留
地
全
員
で
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
が
保

留
地
で
の
家
畜
の
飼
育
を
行
う
場
合
、
一
頭
あ
た
り
一
ド
ル
の
税
金

を
徴
集
す
る
と
定
め
て
い
る）
₂₅
（

。

　

こ
の
家
畜
政
策
に
明
ら
か
に
反
対
を
表
明
し
た
の
は
小
規
模
家

畜
所
有
者
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
一
二
月
二
三
日
、
ト
ュ
ー
ル

リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
小
規
模
家
畜
所
有
者
の
ホ
セ
・
ベ
ラ
（Jose 

Vera
）
と
ロ
ス
・
エ
リ
ス
（R

oss E
llis

）
は
、
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
が

提
示
し
た
家
畜
政
策
へ
の
抗
議
の
た
め
、
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
宅
を
訪
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
、
羊
産
業
に
お
け
る
現
行
の
制
度
（
羊
業
者
へ
の

牧
草
地
の
貸
し
出
し
と
そ
こ
で
の
賃
金
労
働
）
の
継
続
を
求
め
た）
₂₆
（

。
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し
か
し
両
者
の
合
意
は
な
さ
れ
ず
、
そ
の
翌
日
に
は
、
さ
ら
に
一
五

人
か
ら
二
〇
人
の
小
規
模
家
畜
所
有
者
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
へ
の

正
式
な
抗
議
文
を
携
え
て
再
度
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
宅
に
抗
議
に
押
し
寄

せ
て
い
る
。
小
規
模
家
畜
所
有
者
の
主
張
は
、
１
）
羊
産
業
に
お

け
る
賃
金
労
働
を
許
可
す
る
こ
と
、
２
）
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ニ
ュ
エ
ル

（Frank M
anuel

）
を
自
分
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
ロ
ス
・
エ
リ
ス

を
交
渉
役
と
し
て
正
式
に
任
命
す
る
こ
と
、
３
）
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
に

保
留
地
警
察
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
ビ
ッ
ク
・
ジ
ム
・
ア
ル
ト(B

ig 
Jim

 A
lto)

を
解
任
す
る
こ
と
、で
あ
っ
た）
₂₇
（

。
続
い
て
抗
議
者
た
ち
は
、

ポ
ー
タ
ー
ビ
ル
の
新
聞
社
に
駆
け
つ
け
、
こ
れ
ら
の
要
求
を
地
元
新

聞
へ
掲
載
さ
せ
た
。

　

抗
議
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ニ
ュ
エ

ル
は
当
時
五
六
歳
で
あ
り
、
そ
の
母
親
は
保
留
地
外
に
居
住
す
る

チ
ュ
バ
チ
ュ
ラ
バ
ル
（T

ubatulabal

）
と
い
う
部
族
の
テ
ィ
ヤ
の

家
系
出
身
で
、ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
成
員
に
嫁
い
で
い
る
。

よ
っ
て
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
保
留
地
設
立
時
に
存
在
し
て
い
た
有
力
家

族
出
身
で
は
な
い
が
、
母
方
の
血
筋
よ
り
自
ら
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
血

縁
的
正
当
性
を
主
張
し
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
か
ら
の
支
持
を
得
て

い
る
。
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
よ
る
一
方
的
な
家
畜

統
制
政
策
に
反
対
し
、
非
協
力
的
な
態
度
を
取
り
続
け
て
き
た
。
例

え
ば
マ
ニ
ュ
エ
ル
は
、
家
畜
数
把
握
の
た
め
、
連
邦
政
府
か
ら
義
務

付
け
ら
れ
た
家
畜
へ
の
「
焼
印
（branding

）」
を
拒
否
し
処
罰
を

受
け
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
エ
ル
を
逮
捕
し
た
の
が
、
当
時
、
エ
ド
モ

ン
ソ
ン
に
雇
わ
れ
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
警
察
」
と
し
て
働
い
て
い
た
、

保
留
地
成
員
の
ビ
ッ
ク
・
ジ
ム
・
ア
ル
ト
で
あ
っ
た）
₂₈
（

。
小
規
模
家
畜

所
有
者
の
反
感
は
、
一
方
で
ア
ル
ト
に
も
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ニ
ュ
エ
ル
は
、
抗
議
文
を
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
局
本
部
に
も
直
接
送
る
と
同
時
に
、
連
邦
政
府
の
家
畜
削
減
政

策
の
公
式
な
廃
止
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
か

ら
の
返
答
は
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
ら
の
抗
議
内
容
を
完
全
に
拒
否
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
返
答
で
は
、
保
留
地
内
の
牛
の
飼
育
を
促
進
し
、

そ
こ
か
ら
上
が
る
利
益
は
保
留
地
成
員
で
平
等
に
分
配
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
、
ビ
ッ
ク
・
ジ
ム
・
ア
ル
ト
は
解
雇
さ
れ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
ロ
ス
・
エ
リ
ス
は
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た）
₂₉
（

。そ
れ
を
受
け
て
、

マ
ニ
ュ
エ
ル
ら
小
規
模
家
畜
所
有
者
ら
は
、
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
の
解
雇

を
要
求
し
、
抗
議
内
容
の
実
行
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。　

　

一
方
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
家
畜
政
策
に
対
す
る
大
規
模
家
畜
所

有
者
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
抗
議
者
名

簿
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
れ
ら
大
規
模
家
畜
所
有
者
は
ガ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド（G

arfield

）家
、ハ
ン
タ
ー（H

unter

）家
、ガ
ー
ナ
ー（G

arner

）

家
、
そ
し
て
シ
ル
バ
ス
（Silvas

）
家
の
家
長
で
あ
る
。
中
で
も
、

ハ
ン
タ
ー
家
は
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
が
設
立
さ
れ
た
土
地

に
元
来
居
住
す
る
ヨ
ク
ー
ト
の
部
族
、
ヨ
ロ
ム
ネ
（Yow

lum
ue

）

の
テ
ィ
ヤ
の
家
系
で
あ
り
、
残
り
の
家
族
も
、
前
述
の
通
り
、
保
留

地
設
立
時
に
、
大
規
模
な
土
地
の
使
用
を
認
め
ら
れ
た
三
つ
の
有
力



－  16  －－  17  －

史
苑
（
第
七
二
巻
第
二
号
）

家
族
で
あ
る
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
よ
る
羊
産
業
の
禁
止
に
端
を
発
す
る
、
小
規

模
家
畜
所
有
者
に
よ
る
一
連
の
抗
議
行
動
を
分
析
す
る
と
、
以
下
の

点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
に
よ
る
抗
議
は
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
家
畜
政
策
を
発
端
と
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
が
先
住
民
の
社
会
形
態
や
秩
序
を
軽
視
し
て
い
る

態
度
に
対
す
る
先
住
民
か
ら
の
反
発
と
解
釈
で
き
る
。
元
来
、
保
留

地
成
員
の
多
数
を
占
め
る
ヨ
ク
ー
ト
の
意
思
決
定
は
、
テ
ィ
ヤ
に
よ

る
統
制
か
、
成
員
の
全
会
一
致
の
原
則
で
な
さ
れ
る
。
小
規
模
家
畜

所
有
者
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
と
、
大
多
数
の
保
留
地
成
員
の
意
思

を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
住
民
の
意
思
を
無
視
し
た
連
邦

政
府
に
よ
る
独
断
的
な
政
策
を
根
底
か
ら
覆
そ
う
と
し
て
い
る
。
家

畜
産
業
へ
の
抗
議
は
、
保
留
地
内
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
を
指

揮
系
統
と
す
る
上
か
ら
の
政
策
と
、
ヨ
ク
ー
ト
的
意
思
決
定
方
法
と

の
対
立
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
局
の
家
畜
政
策
に
は
、
家
畜
用
地
の
不
平
等
な
使
用
が
根
幹
に
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
と
大
規
模
家
畜
所
有
者
間

の
直
接
的
争
い
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

マ
ニ
ュ
エ
ル
が
抗
議
し
た
の
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
で
は
な
く
、

エ
ド
モ
ン
ソ
ン
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
分
た

ち
の
労
働
形
態
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
介
入
に
対
し
て
抗
議
を
行
っ

た
の
で
あ
り
、
不
平
等
な
土
地
利
用
の
根
本
的
改
善
に
つ
い
て
は
あ

え
て
問
題
と
し
な
か
っ
た
。そ
の
背
景
に
は
、保
留
地
設
立
時
の
テ
ィ

ヤ
と
有
力
家
族
の
特
権
的
地
位
を
受
け
い
れ
て
い
た
保
留
地
の
人
々

の
伝
統
的
価
値
観
が
あ
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
設
立
以
来
行
わ
れ
て

き
た
、
保
留
地
内
に
お
け
る
婚
姻
関
係
の
慣
習
に
よ
り
、
す
べ
て
の

家
族
が
何
ら
か
の
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
人
々
は
富
め
る
も
の
と
富
め
ざ
る
も
の
と
の
境
界
線
の
存

在
を
受
け
入
れ
、
そ
の
境
界
線
を
引
き
直
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と

分
析
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
よ
る
「
富
の
平
等
な
分
配
」「
土

地
保
護
政
策
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
伴
っ
た
家
畜
政
策
は
、
否
応

無
く
部
族
成
員
同
士
の
経
済
格
差
を
明
る
み
に
出
し
、
そ
の
意
識
化

へ
と
つ
な
げ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、フ
ラ
ン
ク
・
マ
ニ
ュ

エ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、
そ
れ
を
指
示
し
た
小
規
模
家
畜
所
有

者
の
動
向
か
ら
は
、
保
留
地
内
に
お
け
る
伝
統
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
異
な
る
、
経
済
的
境
遇
を
共
有
し
た
新
た
な
階
層
と
、
そ
こ
で

選
出
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
背
景

と
し
て
、
家
畜
所
有
数
を
め
ぐ
る
保
留
地
内
の
経
済
格
差
は
、
む
し

ろ
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
再
組
織
法
適
用
の
議
論
の
中
で
明
る

み
に
な
っ
て
い
く
。

　

結
果
と
し
て
、
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
の
家
畜
政
策
の
う
ち
、
土
地
保
護

政
策
の
み
が
成
功
裏
に
実
施
さ
れ
、
保
留
地
に
お
け
る
羊
産
業
は
縮

小
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
保
留
地
内
に
お
け
る
家
畜
の
共
同
所

有
は
行
わ
れ
ず
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
が
そ
の
生
活
を
賃
金
労
働
に
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依
存
す
る
一
方
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
は
独
占
的
に
家
畜
業
に
従
事

し
続
け
た
。一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
連
邦
政
府
の
調
査
書
に
よ
る
と
、

保
留
地
で
は
一
〇
〇
〇
頭
の
牛
、
羊
、
豚
、
馬
が
飼
わ
れ
て
い
る
が
、

大
規
模
家
畜
所
有
者
と
小
規
模
家
畜
所
有
者
間
の
経
済
格
差
は
維
持

さ
れ
て
い
る）
₃₀
（

。
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
成
員
は
、
そ
の
経
済

格
差
と
、
そ
れ
に
端
を
発
し
た
異
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
共
有
し

た
ま
ま
、一
九
三
〇
年
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

再
組
織
法
と
家
畜
政
策 

　

再
組
織
法
が
成
立
し
た
後
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
先
住

民
は
賛
否
投
票
で
同
法
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
後
一
九
三
五
年
一
二

月
七
日
に
は
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
保
留
地

の
先
住
民
は
、
正
式
に
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
と
し
て
承
認
さ
れ

て
い
る
。
続
い
て
、
翌
年
二
月
一
六
日
に
は
最
初
の
部
族
議
会
選
挙

が
開
催
さ
れ
、
マ
ー
カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー
（M

arcus H
unter

）
を
議

長
と
す
る
九
名
の
部
族
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
選
出
さ
れ

た
部
族
議
員
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ル
バ
ス
（G

eorge Silvas
）、 
ラ

リ
ー
・
ア
ル
ト
（Larry A

lto

）、
ル
イ
ス
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
（Lew

is 
D

ionicio

）、 

ロ
ス
・
エ
リ
ス
（R

oss E
llis

）、
レ
マ
ッ
ク
・
エ
メ
テ

リ
オ
（R

em
ac E

m
eterio

）、
フ
レ
ッ
ド
・
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（Fred 

G
arfield

）、
ブ
リ
ジ
ド
・
ジ
ャ
リ
ミ
オ
（B

rigido Jarim
io

）、
そ

し
て
ホ
セ
・
ヴ
ェ
ラ 

（Jose Vera

）
で
あ
る
。
選
出
さ
れ
た
議
員

の
う
ち
五
人
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
報
告
さ
れ
て
い
た
大
規
模
家

畜
所
有
者
か
そ
の
血
縁
者
で
あ
る
。
小
規
模
家
畜
所
有
者
と
し
て
、

一
九
一
〇
年
の
抗
議
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
ロ
ス
・
エ
リ
ス
や

ホ
セ
・
ヴ
ェ
ラ
は
選
出
さ
れ
た
が
、
当
時
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ク
・
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
名
前
は
無
か
っ
た
。
ま
た
、
議
長
に
就
任

し
た
マ
ー
カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー
は
、ヨ
ロ
ム
ネ
の
テ
ィ
ヤ
の
出
身
で
あ
る
。

　

再
組
織
法
の
適
用
当
時
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
は

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
公
共
事
業
と
し
てC

C
C

-ID

（C
ivilian 

C
onservation C

orps-Indian D
ivision

）
に
よ
る
道
路
整
備
事
業

が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
の
経
済
所
得
は
依
然

と
し
て
不
安
定
で
あ
っ
た）
₃₁
（

。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
よ
る
一
九
三
七
年

の
調
査
で
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
が
家
畜
業
を
独
占
し
て
い
た
一

方
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
は
、
季
節
労
働
や
、
農
業
、
ハ
ン
ド
ク
ラ

フ
ト
、
賃
貸
、
年
金
、
も
し
く
は
、
野
生
動
物
の
売
買
な
ど
に
よ
っ

て
生
計
を
た
て
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る）
₃₂
（

。
当
時
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
先
住
民
政
策
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
管
轄

区
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
の
一
つ
）
の
監
督

官
で
あ
る
ロ
イ
・
ナ
ッ
シ
ュ
（R

oy N
ash

）
は
、ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー

保
留
地
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
家
畜
は
約
一
二
〇
〇
頭
ま
で
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
の
三
分
の
二
を
少
数
の
大
規
模
家
畜
所
有
者
が
所
有
し

て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
に
よ
る

家
畜
の
過
剰
飼
育
の
た
め
、
保
留
地
の
家
畜
用
地
の
枯
渇
が
深
刻
化

し
て
い
た
。
ナ
ッ
シ
ュ
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
に
よ
る
、
無
計
画
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な
家
畜
の
飼
育
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
家
畜
数
と
土
地
利
用
方
法
の

統
制
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
統
制
の
障
害
と
な

る
保
留
地
の
不
平
等
な
土
地
利
用
状
況
の
改
善
を
急
務
と
し
た）
₃₃
（

。

　

ナ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
部
族
議
会
と
部
族
メ
ン
バ
ー

に
対
し
、
家
畜
協
会
の
設
立
を
促
し
た
。
ナ
ッ
シ
ュ
は
、
そ
の
目
的

と
し
て
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
家
畜
の
質
を
向
上
さ
せ
そ

の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
、
各
所
有
者
の
家
畜
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
家
畜
の
平
等
な
分
配
を
行
う
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
部
族
の
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
家
畜
協
会
の
設
立
が
不
可

欠
で
あ
る
と
示
し
て
い
る）
₃₄
（

。

　

保
留
地
で
は
一
九
三
六
年
三
月
六
日
の
第
二
回
部
族
議
会
で
家

畜
協
会
の
設
立
に
向
け
た
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
二
七
日

に
行
わ
れ
た
次
の
部
族
議
会
に
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
か
ら
三
名

の
職
員
も
参
加
し
、
家
畜
協
会
の
規
約
が
議
論
さ
れ
た
。
当
初
か

ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
、
家
畜
協
会
設
立
に
向
け
て
、
非
常
に
積

極
的
に
部
族
議
会
の
議
論
に
介
入
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
現
地
職
員
で
あ
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ス
ラ
ー
（F.H

. 
Slaugh

）
も
、
部
族
議
会
に
参
加
し
、
保
留
地
全
体
で
保
有
で
き
る

家
畜
数
に
制
限
が
あ
る
中
で
、
家
畜
を
十
分
所
有
し
て
い
な
い
家
族

も
新
た
に
所
有
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
の
家
畜
数

の
制
限
を
設
け
る
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
一
九
三
六
年
ま
で
に
、
保

留
地
に
は
お
よ
そ
八
〇
〇
頭
の
牛
と
一
五
〇
頭
の
羊
が
飼
育
さ
れ
て

い
た
が
、
ス
ラ
ー
は
家
畜
協
会
に
よ
る
管
理
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

一
二
〇
〇
頭
、
一
五
〇
〇
頭
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ラ
ー
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
を
通
し
、
内
務
長

官
が
直
接
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
へ
の
働
き
か
け
を
す
る
よ
う
求

め
て
い
る）
₃₅
（

。

　

一
九
三
六
年
六
月
一
八
日
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で
家
畜

協
会
へ
の
賛
否
投
票
が
行
わ
れ
た
。
投
票
の
結
果
、
三
〇
対
四
で
そ

の
設
立
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局

か
ら
派
遣
さ
れ
た
も
う
一
人
の
現
地
職
員
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ァ

ン
ス
（H

enry Vance

）
は
、
家
畜
協
会
の
設
立
に
関
す
る
保
留
地

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
報
告
し
、
こ
の
投
票
結

果
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
か
ら
家
畜
協
会
の
設
立

を
ま
か
さ
れ
て
い
た
こ
の
二
人
の
現
地
職
員
は
、
家
畜
用
地
の
枯
渇

状
況
に
関
わ
ら
ず
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
は
家
畜
協
会
の
設
立
に

好
意
的
で
は
な
い
と
み
て
い
た）
₃₆
（

。
ス
ラ
ー
は
、
そ
れ
で
も
家
畜
協
会

の
設
立
は
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
へ
「
ト
ュ
ー
ル

リ
ヴ
ァ
ー
家
畜
協
会
の
憲
法
と
付
則
（C

onstitution and B
ylaw

s 
for a corporation nam

ed the T
ule R

iver R
eservation C

attle 
A

ssociation

）
と
題
し
た
協
会
規
則
の
草
案
を
送
っ
て
い
る
。

　

ス
ラ
ー
の
草
案
で
は
、
家
畜
を
所
有
す
る
部
族
成
員
は
す
べ
て
家

畜
協
会
に
入
る
資
格
を
持
つ
こ
と
、
協
会
の
規
則
は
、
大
多
数
の
協

会
員
の
合
意
が
あ
っ
た
場
合
、
す
べ
て
の
成
員
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る）
₃₇
（

。
さ
ら
に
、
家
畜
協
会
の
決
定
は
、
家
畜
所
有

数
に
か
か
わ
ら
ず
、
賛
否
投
票
に
よ
る
過
半
数
の
同
意
で
決
定
さ
れ
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る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
が
反
対
意

見
を
持
っ
て
い
て
も
、
協
会
の
意
見
に
は
従
う
べ
き
こ
と
を
示
唆
し

て
お
り
、
協
会
の
設
立
が
家
畜
業
に
お
け
る
大
規
模
家
畜
所
有
者
の

勢
力
低
下
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
草
案
は
、「
家

畜
所
有
数
が
少
な
い
協
会
員
が
、
そ
の
家
畜
数
を
増
や
し
た
い
と
望

め
ば
、
協
会
は
多
く
の
家
畜
を
所
有
し
て
い
る
成
員
に
対
し
て
、
そ

の
家
畜
数
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
要
求
す
る
。
こ
れ
を
す
べ
て
の
協

会
員
が
等
し
い
量
の
家
畜
を
所
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
継
続
す

る
」
と
定
め
て
い
る）
₃₈
（

。
ま
た
草
案
で
は
、
保
留
地
の
家
畜
を
集
め
、

す
べ
て
に
「
焼
印
」
を
押
す
こ
と
、
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、

罰
金
、
も
し
く
は
家
畜
没
収
が
罰
と
し
て
課
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て

い
る）
₃₉
（

。
つ
ま
り
、
ス
ラ
ー
の
草
案
は
、「
家
畜
協
会
の
管
理
下
」
に

お
け
る
協
会
員
の
「
家
畜
の
平
等
な
所
有
」
が
最
終
目
的
と
な
っ
て

い
る
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
、
部
族
議
会
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
が
提
示
し
た

家
畜
協
会
に
対
す
る
警
戒
心
を
明
ら
か
に
し
た
。ま
ず
部
族
議
会
は
、

内
務
省
が
保
留
地
の
家
畜
数
を
増
加
さ
せ
、
小
規
模
家
畜
所
有
者

に
分
配
す
る
た
め
に
送
っ
た
牝
牛
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
て
い
る
。

一
九
三
六
年
一
〇
月
二
四
日
、ヴ
ァ
ン
ス
は
ナ
ッ
シ
ュ
へ
の
報
告
で
、

大
多
数
の
部
族
成
員
は
家
畜
協
会
の
設
立
に
好
意
的
で
あ
る
が
、
大

規
模
家
畜
所
有
者
を
含
む
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
議
会
が
設
立
を

阻
止
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る）
₄₀
（

。
ヴ
ァ
ン
ス
は
同
会
議
が
腐
敗
し
て

お
り
、
連
邦
政
府
も
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
人
々
も
部
族
会

議
に
注
意
を
払
う
べ
き
と
す
る
一
方
で
、「
部
族
議
会
が
拒
否
し
て

い
る
以
上
、我
々
に
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」と
締
め
く
く
っ

た）
₄₁
（

。

　

そ
の
後
も
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
に
よ
る
、
家
畜
協
会
設
立
へ
の

批
判
は
日
に
日
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
初
代
部
族
議
長
で
あ
る
マ
ー

カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー
は
、
家
畜
所
有
者
の
家
畜
数
を
統
制
す
る
家
畜
協

会
の
代
替
案
と
し
て
、
連
邦
政
府
に
よ
る
先
住
民
の
雇
用
を
充
実

さ
せ
、
各
家
畜
所
有
者
の
牧
草
地
を
囲
う
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を
求
め

た）
₄₂
（

。 

　

ま
た
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
の
家
畜
協
会
に
対
す
る
非
協
力
的
態

度
は
、
家
畜
政
策
に
加
え
て
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
長
年
の
不
信
感

か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。
当
時
、
大
規
模
家
畜
所

有
者
で
あ
っ
た
ル
イ
ー
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Louise W

illiam
s

）

と
ダ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（D

an W
illiam

s

）
夫
妻
は
、
家
畜
協

会
の
設
立
に
関
す
る
議
論
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「（
家
畜
協
会
の
設
立
に
よ
っ
て
）
個
々
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
組
織
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
家
畜
に
焼
印
を
押
さ
せ
よ
う
と
す

る
政
策
な
の
さ
。・
・
・
監
督
官
は
、
家
畜
を
、
売
買
す
る
と
き
は
、

必
ず
や
っ
て
き
て
そ
れ
を
取
り
仕
切
ろ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
皆
、
彼

が
嫌
い
な
の
さ
。
ど
う
し
て
連
邦
政
府
が
勝
手
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

家
畜
に
焼
印
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
？
」）
₄₃
（　

　

一
方
、
部
族
政
府
の
反
対
を
受
け
て
も
な
お
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

局
は
家
畜
協
会
の
設
立
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、「
も
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し
、
こ
こ
に
い
る
部
族
成
員
の
一
部
に
よ
っ
て
家
畜
協
会
が
軌
道
に

乗
れ
ば
、
他
の
人
々
に
も
参
加
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
さ
も
な
く
ば
、（
一
部
の
成
員
に
よ
っ
て
）
他
の
成
員
の
経
済

活
動
が
阻
害
さ
れ
、
手
遅
れ
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
伝
え
て
い
る）
₄₄
（

。

一
九
三
六
年
一
一
月
、
ス
ラ
ー
と
、
一
八
名
の
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー

保
留
地
の
家
畜
協
会
支
持
者
た
ち
は
再
度
会
議
を
持
っ
た
。
六
時
間

の
長
い
会
議
の
後
に
賛
否
投
票
が
行
わ
れ
、
結
果
、
現
行
の
大
規
模

家
畜
所
有
者
に
影
響
を
与
え
る
条
項
を
修
正
す
る
こ
と
が
条
件
で
、

全
会
一
致
で
家
畜
協
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た）
₄₅
（

。

　

新
し
い
規
則
で
は
、
家
畜
協
会
の
目
的
が
、「
平
等
」
な
家
畜
の

所
有
か
ら
、「
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
家
畜
産
業
を
発
展
さ

せ
、
協
会
員
の
福
祉
と
保
護
を
促
進
」
す
る
こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ

た
。
ま
た
、
家
畜
協
会
の
規
定
も
、
す
べ
て
の
成
員
を
拘
束
す
る
こ

と
は
な
く
、
さ
ら
に
、
家
畜
協
会
自
体
も
、
部
族
議
会
と
内
務
長
官

の
承
認
な
し
に
は
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
会

議
の
最
後
に
は
、
執
行
委
員
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
部
族

議
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
出
さ
れ
た
が
、
家
畜
協
会
は
、
す
べ
て
の

成
員
を
統
合
す
る
権
限
を
持
た
な
い
と
さ
れ
た）
₄₆
（

。
以
上
の
内
容
か
ら

は
、
家
畜
協
会
の
新
規
則
が
大
規
模
家
畜
所
有
者
へ
譲
歩
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
ナ
ッ
シ
ュ
は
ス
ラ
ー
に

よ
る
賛
否
投
票
の
報
告
を
受
け
な
が
ら
も
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
が

家
畜
協
会
に
参
加
し
な
い
場
合
を
考
慮
し
、
少
な
く
と
も
す
べ
て
の

家
畜
用
地
が
協
会
の
運
営
下
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
協
会
は
機
能
し
な

い
で
あ
ろ
う
と
憂
慮
し
て
い
る）
₄₇
（

。

 　

一
方
で
、一
九
三
七
年
一
月
、部
族
議
長
の
マ
ー
カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー

は
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
の
大
規
模
家
畜
所
有
者
で
、
家
畜
協

会
の
設
立
に
反
対
し
て
い
る
人
々
か
ら
の
請
願
書
を
、
コ
リ
ア
局
長

に
直
接
送
っ
て
い
る
。
請
願
書
で
は
、
家
畜
協
会
の
権
限
が
部
族
議

会
の
権
限
と
実
質
上
重
複
し
、
時
に
は
脅
か
し
て
い
る
こ
と
、
現
状

の
家
畜
協
会
は
、
部
族
議
会
が
す
で
に
否
決
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
局
か
ら
の
雌
牛
の
援
助
を
一
方
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
家
畜
協
会
の
規
則
作
成
過
程
に
お
い
て
、
大
規
模
家
畜
所
有

者
の
意
見
が
無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）
₄₈
（

。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
ス
ラ
ー
は
再
度
、
保
留
地
で
の
会
議

を
開
催
し
評
決
を
と
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
二
四
対
七
で
再
び
家
畜
協

会
設
立
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
ナ
ッ
シ
ュ
は
、

二
月
三
日
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
向
い
、
ス
ラ
ー
と
ヴ
ァ

ン
ス
と
と
も
に
、
保
留
地
成
員
の
説
得
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
、
部
族
議
会
議
長
で
あ
る
マ
ー
カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー

が
家
畜
協
会
に
正
式
に
賛
成
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
の
た
め
に
、
家

畜
協
会
の
規
則
の
さ
ら
な
る
修
正
も
意
図
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た）
₄₉
（

。

　

こ
れ
ら
大
規
模
家
畜
所
有
者
と
部
族
議
会
の
明
ら
か
な
抵
抗
を
受

け
て
、
家
畜
協
会
に
対
す
る
保
留
地
全
体
の
熱
意
も
次
第
に
低
下
し

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
二
日
間
の
話
合
い
の
末
、
最
後
に

再
度
投
票
が
行
わ
れ
、
今
度
は
二
一
対
二
二
で
、
反
対
者
が
賛
成
者

を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
一
週
間
後
に
行
わ
れ
た
、
部
族
議
会
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内
に
お
け
る
賛
否
投
票
で
は
、
家
畜
協
会
の
設
立
が
全
回
一
致
で
否

決
さ
れ
た）
₅₀
（

。
最
終
的
に
、
家
畜
協
会
の
設
立
は
、
部
族
政
府
と
半
数

の
部
族
成
員
の
反
対
に
よ
り
頓
挫
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
家
畜
協
会
を
巡
る
部
族
内
議
論
は
、
収
束
し
た
わ
け
で
は

か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
家
畜
協
会
の
設
立
を
望
む
部
族
成
員
は
、
設

立
に
向
け
て
、
部
族
政
府
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
働
き
か
け
て
い

る
。
一
九
三
八
年
二
月
、
推
進
者
は
ナ
ッ
シ
ュ
に
対
し
て
、
保
留
地

で
は
、
子
供
を
含
む
八
八
人
が
家
畜
協
会
の
設
立
を
望
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
家
畜
協
会
の
設
立
援
助
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。一
方
、

一
九
三
七
年
三
月
、
ス
ラ
ー
は
、
ナ
ッ
シ
ュ
に
対
し
、
ト
ュ
ー
ル
リ

ヴ
ァ
ー
の
家
畜
協
会
の
設
立
は
、
も
は
や
「
な
す
術
が
な
い
」
こ
と

を
書
き
送
り
、
こ
れ
以
上
話
を
先
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
報
告

し
て
い
る）
₅₁
（

。
ス
ラ
ー
は
賛
否
両
論
へ
と
動
く
部
族
内
議
論
の
結
果
を

ふ
ま
え
て
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
経
過
を
ま
ず
は
注
意
深
く
見
守
っ

た
ほ
う
が
い
い
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
こ
の
教
育
的
政
策
に
つ
い

て
、
よ
り
熟
慮
し
、
自
ら
の
考
え
を
十
分
に
確
立
さ
せ
る
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。」）
₅₂
（

そ
の
後
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
関
与
が
弱
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
家
畜
協
会
設
立
の
議
論
は
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た）
₅₃
（

。
そ

し
て
保
留
地
の
成
員
も
、
そ
れ
以
上
、
家
畜
協
会
の
設
立
を
押
し
進

め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
九
三
八
年
に
行
わ
れ
た
部
族
議
会
選

挙
で
も
、
部
族
議
長
と
し
て
マ
ー
カ
ス
・
ハ
ン
タ
ー
が
再
任
さ
れ
、

一
九
三
八
年
の
中
旬
ま
で
に
は
、
家
畜
協
会
に
関
す
る
議
論
が
終
焉

し
て
い
っ
た
。

ま
と
め
と
し
て

　

ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
人
々
は
、
そ
の
設
立
当
初
よ
り
家

畜
業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
至
っ
て
は
、
家
畜
業

は
、
同
保
留
地
の
地
理
的
要
因
を
活
か
し
た
唯
一
の
保
留
地
内
産
業

で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
こ
で
は
一
部
の
有
力
家
族
に
家
畜
用
地
の

特
権
的
使
用
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
保
留
地
成
員
に
と
り
、
こ
の

家
畜
業
の
特
権
構
造
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
尊
敬
の
対
象
で

あ
っ
た
テ
ィ
ヤ
の
家
族
と
、三
つ
の
有
力
家
族
が
大
き
な
力
を
持
つ
、

そ
の
伝
統
的
社
会
構
造
を
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
テ
ィ
ヤ
と

有
力
家
族
の
特
権
的
地
位
は
、
む
し
ろ
保
留
地
の
中
で
の
不
文
律
と

し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
「
文
化
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
保
留
地
内
で

は
、
異
な
る
部
族
出
身
の
成
員
間
に
お
け
る
婚
姻
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
、テ
ィ
ヤ
や
有
力
家
族
の
「
血
縁
」
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
保
留
地
で
は
、
人
々
の
テ
ィ
ヤ
へ
の
敬
意
と
、
成
員
の
ゆ
る
や

か
な
血
縁
関
係
が
、
ヨ
ク
ー
ト
の
伝
統
的
社
会
構
造
を
維
持
し
て
き

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
土
地
の
割
り
当
て
政
策
に
端
を
発
し
た
、
保
留
地
産
業
を

巡
る
議
論
の
中
で
、
連
邦
政
府
は
、
こ
の
実
情
を
「
不
平
等
」
で
あ

り
、
土
地
と
家
畜
業
の
効
果
的
運
営
に
対
し
て
大
き
な
支
障
と
な
る

と
断
定
し
て
い
る
。
エ
ド
モ
ン
ソ
ン
に
よ
る
家
畜
政
策
も
、
そ
れ
を

事
実
上
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
再
組
織
法
に
よ
る
家
畜
協
会
設
立

の
た
め
の
試
み
も
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
に
よ
る
部
族
成
員
の
「
平
等
」

と
家
畜
産
業
の
「
効
率
化
」
を
押
し
進
め
る
政
策
で
あ
っ
た
。
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こ
の
連
邦
政
府
に
よ
る
家
畜
産
業
育
成
の
指
針
は
、
一
九
一
〇
年

代
に
お
い
て
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
と
大
規
模
家
畜
所
有
者
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
り
出
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
は
ヨ
ク
ー
ト
の

社
会
構
造
に
根
ざ
し
た
保
留
地
の
均
衡
に
対
し
、「
所
有
す
る
財
産
」

の
量
で
境
界
を
引
き
、
大
規
模
家
畜
所
有
者
の
特
権
を
廃
止
す
る
代

わ
り
、
小
規
模
所
有
者
に
経
済
的
利
点
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
。
一

方
で
、
保
留
地
の
成
員
の
大
半
も
、
連
邦
政
府
の
家
畜
政
策
を
受
け

て
、小
規
模
家
畜
所
有
者
と
し
て
の
連
帯
を
作
り
、か
つ
新
た
な
リ
ー

ダ
ー
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
勢
力
を
持
と
う
と
し

た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
、
そ
の
批
判
の
矛
先
は
、
大
多
数
の

意
見
を
無
視
す
る
連
邦
政
府
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
大

規
模
家
畜
所
有
者
に
対
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
全
会
一
致
を

決
定
の
手
段
に
す
る
ヨ
ク
ー
ト
に
と
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
の
独

断
的
家
畜
政
策
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
自
体
へ
の
反
発
を
生
み
出
し

た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
以
前
で
は
、
テ
ィ
ヤ
を
ト
ッ
プ
に
据
え
た

ヨ
ク
ー
ト
的
社
会
構
造
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー

保
留
地
の
成
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
所
有
財
産
を
基

礎
と
し
て
作
り
出
さ
れ
た
小
規
模
家
畜
所
有
者
と
し
て
の
そ
れ
を
超

え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
三
五
年
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
人
々
は
再
組
織
法

を
受
け
入
れ
、
部
族
政
府
を
設
立
し
た
。
そ
の
過
程
は
、
保
留
地
の

中
で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
選
出
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
半
数
が
テ
ィ
ヤ
の
家
族
や
、
そ
の
他
の
有
力
家
族
出
身
者

で
あ
る
。
再
組
織
法
の
第
一
六
条
（
部
族
政
府
の
設
立
）
に
お
け
る

政
治
リ
ー
ダ
ー
の
選
出
は
、
そ
れ
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
局
主
導
で
行
わ

れ
よ
う
と
も
、ヨ
ク
ー
ト
的
社
会
構
造
に
合
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
第
一
七
条
に
基
づ
く
部
族
財
産
の
共
有
化
と
家
畜
協
会
の
設

立
は
、
保
留
地
成
員
に
と
っ
て
非
常
に
矛
盾
し
た
政
策
で
あ
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
ヨ
ク
ー
ト
の
伝
統
的
社
会
体

制
を
反
映
し
つ
つ
選
出
さ
れ
た
部
族
政
府
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
、

同
時
に
、
経
済
的
富
裕
層
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

小
規
模
家
畜
所
有
者
に
よ
る
家
畜
協
会
設
立
の
た
め
の
積
極
的
な
動

き
は
、
連
邦
政
府
の
家
畜
政
策
に
よ
っ
て
ヨ
ク
ー
ト
社
会
に
一
度
引

か
れ
た
境
界
線
が
、
確
実
に
保
留
地
の
人
々
に
意
識
さ
れ
、
維
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
再
組
織
法
の
下
で
も
、
小
規
模
家
畜
所
有
者
が
、

大
規
模
家
畜
所
有
者
や
部
族
政
府
と
大
き
く
衝
突
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
一
九
三
七
年
当
初
、
家
畜
協
会
の
設
立
に
賛
成
で
あ
っ
た

投
票
結
果
は
、
部
族
政
府
が
、
家
畜
協
会
に
対
し
て
明
確
な
反
対
の

意
思
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
一
年
足
ら
ず
で
逆
転
し
て
い
る
。
小
規

模
家
畜
所
有
者
の
意
見
が
、
ハ
ン
タ
ー
家
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
政

治
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
ス
ラ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
や
す
い
投
票
結
果
を
受
け

て
、
保
留
地
の
人
々
が
「
塾
考
し
、
態
度
を
明
確
に
決
め
る
べ
き
だ
」

と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ヨ
ク
ー
ト
の
社
会
構
造
を
十
分
理
解
し

た
上
で
の
発
言
で
は
な
い
。
全
会
一
致
を
決
定
の
前
提
に
す
る
こ
と
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は
、
少
数
者
が
多
数
者
に
、
多
数
者
が
少
数
者
に
考
え
を
合
わ
せ
る

ヨ
ク
ー
ト
的
決
定
手
段
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
保

留
地
の
人
々
は
、
部
族
政
府
の
反
対
を
受
け
止
め
、
そ
の
意
向
を
採

用
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
に
お
け

る
再
組
織
法
の
適
用
過
程
の
分
析
か
ら
は
以
下
の
点
が
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
ず
、
社
会
組
織
と
し
て
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
確
立
し
て
い

た
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
人
々
に
と
っ
て
、
再
組
織
法
の
第

一
六
条
と
一
七
条
は
、
全
く
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
六
条
で
設
立
さ
れ
た
部
族
政
府
は
、
伝
統
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
り
入
れ
た
、ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
政
治
組
織
で
あ
る
。

一
方
で
、
部
族
政
府
の
存
在
故
に
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
で

は
再
組
織
法
第
一
七
条
の
下
で
の
経
済
共
同
体
を
設
立
す
る
こ
と
が

不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
政
府
に

よ
っ
て
最
良
と
さ
れ
た
経
済
的
「
平
等
」
の
概
念
が
、
そ
れ
の
み
に

よ
っ
て
は
、
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
社
会
的
要
求
を
満
た
す

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。結
果
と
し
て
、ト
ュ
ー

ル
リ
ヴ
ァ
ー
部
族
政
府
は
、
そ
の
伝
統
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
体
勢
を

受
け
継
ぎ
、ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
自
治
を
担
っ
て
い
く
が
、

そ
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
お
い
て
不
平
等
な
経
済
状
況
も
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

再
組
織
法
は
、
連
邦
政
府
が
そ
の
先
住
民
政
策
の
中
で
最
初
に
提

示
し
た
「
部
族
自
治
と
自
活
」
の
形
態
で
あ
る
。
再
組
織
法
の
経
済

政
策
に
対
す
る
先
住
民
の
反
応
か
ら
は
、
先
住
民
の
自
活
を
目
指
す

連
邦
政
府
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
、「
先
住
民
的
価
値
観
」
と
「
連

邦
政
府
的
価
値
観
」
の
大
き
な
差
異
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
以
上
、

再
組
織
法
の
経
済
政
策
に
関
す
る
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
保
留
地
の
事

例
は
、
依
然
と
し
て
「
部
族
の
経
済
的
自
活
」
を
促
進
さ
せ
よ
う
と

す
る
今
日
の
連
邦
先
住
民
政
策
を
検
証
す
る
う
え
で
の
歴
史
的
指
針

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。



－  24  －－  25  －

史
苑
（
第
七
二
巻
第
二
号
）

注（１
）
本
論
文
は
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号: 

23�2006�

／
研
究
題
目
：
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ュ
ー
ル
リ
ヴ
ァ

―

部
族
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
」）
の
成
果
で
あ
る
。

（
２
）4�Stat.��4, June1�, 1�34.

（
３
）John C

ollier, From
 E

very Zenith: A
 M

em
oir and Som

e E
ssays 

on Life and T
hought (D

enver: Sage B
ooks, 1�63), 22�.

（
４
）L

ew
is M

eriam
, T

he P
roblem

 of Indian A
dm

inistration 
(B

altim
ore: John H

opkins Press, 1�2�).

（
５
）
例
え
ば
、
ケ
リ
ー
・
ロ
ー
レ
ン
ス
（K

elly Law
rence

）
や
、
ケ

ネ
ス
・
フ
ィ
ル
プ(K

enneth Philp)
な
ど
は
法
作
成
の
中
心
人
物
で

あ
る
ジ
ョ
ン
・
コ
リ
ア
に
注
目
し
、
社
会
改
革
者
と
し
て
の
コ
リ
ア

の
思
想
的
背
景
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
し
、
ヴ
ァ
イ
ン
・
デ
ロ
リ

ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
（V

ine D
eloria Jr.

）
と
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ラ
イ
ト

ル
（C

lifford L
ytle

）
や
、
エ
ル
マ
ー
・
ル
ス
コ
（E

lm
er R

usco

）

は
再
組
織
法
自
体
に
注
目
し
法
律
成
立
過
程
に
お
け
る
、
社
会
的
、

政
治
的
背
景
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
Ｗ
・ 
デ
イ
リ
ー

(D
avid W

. D
aily)

は
、
コ
リ
ア
の
一
連
の
改
革
と
同
化
政
策
を
推

進
す
る
キ
リ
ス
ト
教
団
体
と
の
軋
轢
な
ど
の
詳
細
を
扱
っ
て
い
る
。

D
avid W

. D
aily, B

attle for the B
IA

: G
.E

.E
. Lindquist and the 

M
issionary C

rusade against John C
ollier (T

ucson: U
niversity 

of A
rizona P

ress, 2004); V
ine D

eloria Jr., and C
lifford M

. 
L

ytle, T
he N

ations W
ithin: T

he Past and Future of A
m

erican 
Indian Sovereignty (A

ustin: U
niversity of Texas Press, 1��4); 

Law
rence C

. K
elly, T

he A
ssault on A

ssim
ilation: John C

ollier 
and the O

rigins of Indian P
olicy R

eform
 (A

lbuquerque: 
U

niversity of N
ew

 M
exico P

ress, 1��3); K
enneth P

hilp, 

John C
ollier's C

rusade for Indian R
eform

 1�20-1�54 (T
ucson: 

U
niversity of A

rizona Press, 1���).

（
６
）G
raham

 D
. T

aylor, T
he N

ew
 D

eal and A
m

erican Indian 
T

ribalism
: T

he A
dm

inistration of Indian R
eorganization 

A
ct,1934-45 (Lincoln: U

niversity of N
ebraska Press, 1��0). 

150.

（
７
）U

.S. C
ongress, Senate, Indian E

ducation: A
 N

ational Tragedy- 
A

 N
ational C

hallenge, �1st. C
ong., 1st sess., 1�6�, �1-501.

（
８
）D

eloria and L
ytle, T

he N
ations W

ithin, �0-100,122-3�.

（
９
）V

ine D
eloria, Jr., ed., The Indian R

eorganization A
ct: C

ongress 
and B

ills (N
orm

an: U
niversity of O

klahom
a Press, 2004).

（
10
）H

elen H
. Jackson, A

 C
entury of D

ishonor: A
 C

lassic E
xpose 

of the Plight of the N
ative A

m
ericans(N

ew
 York: H

arper &
 

B
rothers, 1��1).

（
11
）
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
議
会
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
野
口
久
美
子
「
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法
法
案
審
議
に
見
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
：
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
議
会
議
事
録
の
検
討
を
手
が

か
り
に
」﹃
史
苑
﹄
第
六
五
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
）、
一
一
九―

一
四
四
。

（
12
）R

ichard O
.C

lem
m

er, R
oads in the Sky: T

he H
opi Indians in 

a C
entury of C

hange (B
oulder: W

estview
 Press, 1��5); Steven 

J. C
rum

, T
he R

oad on W
hich W

e C
am

e: A
 H

istory of the 
W

estern Shoshone (Salt Lake C
ity: U

niversity of U
tah Press, 

1��4); T
hom

as B
iolsi, O

rganizing the Lakota: T
he Political 

E
conom

y of the N
ew

 D
eal on the P

ine R
idge and R

osebud 
R

eservation (T
ucson: T

he U
niversity of A

rizona Press, 1��2); 
D

onald L. Parm
an, T

he N
avajo Indian and the N

ew
 D

eal (N
ew

 



－  26  －

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法
の
矛
盾
（
野
口
）

－  27  －

H
aven: Yale U

niversity Press, 1��6).
（
13
）A

lfred K
roeber, H

andbook of the Indians of C
alifornia (N

ew
 

York: D
over Publications, Inc., 1��6, reprint, 1�25), 4�4.

（
14
）A

nna H
. G

ayton, "Yokuts-M
ono C

hiefs and Sharm
ans," 

U
niversity of C

alifornia Publications in A
m

erican A
rchaeology 

and E
thnology, Vol. 24, N

o. �(1�30), 361-420. 

（
15
）Sherburne F. C

ook, T
he C

onflict B
etw

een the C
alifornia 

Indian and W
hite C

ivilization (Los A
ngeles: U

niversity of 
C

alifornia Press, 1��6),4.  

（
16
）K

athleen E
dw

ards Sm
all, H

istory of T
ulare C

ounty C
alifornia 

(E
xeter, C

alifornia: B
ear State B

ook, 2001), 6�-102. 

（
1�
）K

um
iko N

oguch
i, F

rom
 Yokuts to T

ule R
iver Indians: 

R
e-creation of the T

ribal Identity on the T
ule R

iver Indian 
R

eservation in C
alifornia from

 E
uroam

erican C
ontact to the 

Indian R
eorganization A

ct of 1934 (Ph.D
 D

iss, U
niversity of 

C
alifornia, 200�), 122-136.

（
1�
）G

elya Frank and C
arole G

oldberg, D
efying the O

dds: The Tule 
R

iver T
ribe’s Struggle for Sovereignty in T

hree C
enturies (N

ew
 

H
aven and London: Yale U

niversity Press, 2010), 50-56.

（
1�
）N

oguchi, From
 Yokuts to T

ule R
iver Indians, 153-54.

（
20
）Frank, D

efying the O
dds, 141-43. 

（
21
）Letter from

 Joe H
. N

orris, U
.S. Indian Inspector, to Robert G

. 
Valentine, C

om
m

issioner of Indian A
ffairs, W

ashington, D
.C

., 
June �, 1�10, Sacram

ent A
gency Files R

G
�5, N

A
R

A
.

（
22
）Interview

 w
ith Vernon Vera on T

ule R
iver R

eservation, by 
K

um
iko N

oguchi, O
ctober 5, 2011. 

（
23
）Letter from

 A
lonzo P. E

dm
onson, Superintendent, T

ule 

R
iver Indian School, Porterville, C

A
, to R

obert G
. Valentine, 

C
om

m
issioner of Indian A

ffairs, W
ashington, D

.C
. July 25, 

1�10, Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

.

（
24
）E

m
ail C

onversation w
ith G

elya Frank, by K
um

iko N
oguchi, 

July 3, 200�.

（
25
）Letter from

 A
lonzo P. E

dm
onson, to R

obert G
. Valentine,  

July 25, 1�10, Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

. 

（
26
）Letter from

 A
lonzo P. E

dm
onson, to R

obert G
. Valentine, 

D
ecem

ber 25, 1�10, Sacram
ent A

gency Files, R
G
�5, N

A
R

A
.

（
2�
）Letter from

 A
lonzo P. E

dm
onson, to R

obert G
. Valentine, 

January 1�, 1�10, Sacram
ent A

gency Files, R
G
�5, N

A
R

A
.

（
2�
）Letter from

 A
lonzo P. E

dm
onson, to R

obert G
. Valentine, 

D
ecem

ber 25, 1�10, Sacram
ent A

gency Files, R
G
�5, N

A
R

A
.

（
2�
）Letter from

 F. H
. A

bbott, A
ssistant C

om
m

issioner of Indian 
A

ffairs, W
ashington, D

.C
., to A

lonzo P. E
dm

onson, D
ecem

ber 
26, 1�10, Sacram

ent A
gency Files, R

G
�5, N

A
R

A
. 

（
30
）Letter from

 Joe J. T
aylor, A

gent, T
ule R

iver R
eservation, 

to C
h

arles H
. B

urk, C
om

m
issioner of Indian A

ffairs, 
February 2�,1�22, Sacram

ent A
gency Files, R

G
 �5, N

A
R

A
.

（
31
）A

llan G
. H

arper ed., H
um

an D
ependency and E

conom
ic 

Survey 1936 (B
erkeley: U

niversity of C
alifornia, 1�3�). 

（
32
）Ibid.

（
33
）R

o
y N

ash
, S

u
p

erin
ten

d
en

t A
n

n
u

al R
ep

o
rt, 1�3�, 

Superintendent's A
nnual N

arratives and Statistical R
eports, 

M
C

 1011, R
G

 �5, N
A

R
A

; R
eport by F.S. Slaugh, A

gricultural 
E

xtension A
gent, Septem

ber �, 1�36, Sacram
ent A

gency 
Files, R

G
�5, N

A
R

A
. 



－  26  －－  27  －

史
苑
（
第
七
二
巻
第
二
号
）

（
34
）L

etter from
 W

illiam
 M

. Z
eh

, R
egional F

orester and 
Production C

oordinating O
fficer, to John C

ollier, Septem
ber 

1�, 1�36, Sacram
ent A

gency Files, R
G
�5, N

A
R

A
. 

（
35
）Letter from

 F.S. Slaugh, to R
oy N

ash, N
ovem

ber 4, 1�36, 
Sacram

ent A
gency Files, R

G
 �5, N

A
R

A
.

（
36
）M

em
orandum

 from
 R

oy N
ash, to John C

ollier, Septem
ber 

10, 1�36, transm
itting "T

ule R
iver Indian R

eservation, T
ulare 

C
ounty, C

alifornia," reported by S. F. Slaugh, Septem
ber �, 

1�36, Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

.

（
3�
）"A

rticles of  the T
ule R

iver Indian Stockm
an's A

ssociation" 
(draft) attached to M

em
orandum

 from
 R

oy N
ash, to John 

C
ollier, Septem

ber10, 1�36.

（
3�
）Ibid.

（
3�
）Ibid.

（
40
）Letter from

 H
enry V

ance, Senior F
orest R

anger, T
ule 

R
iver R

eservation, to R
oy N

ash, O
ctober 26, 1�36, Sacram

ent 
A

gency Files, R
G
�5, N

A
R

A
.

（
41
）Ibid.

（
42
）Letter from

 T
ule R

iver T
ribal C

ouncil to R
oy N

ash, O
ctober 

24, 1�36, Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

.  

（
43
）Interview

 w
ith Louise and D

an W
illiam

s, by G
elya Frank, 

D
ecem

ber 13, 1��3, T
ule R

iver T
ribal H

istory Project. 

（
44
）Letter from

 H
enry Vance, to R

oy N
ash, O

ctober 24, 1�36, 
Sacram

ent A
gency Files, R

G
�5, N

A
R

A
.

（
45
）Letter from

 S.F. Slaugh, to R
oy N

ash, N
ovem

ber 4, 1�36, 
Sacram

ent A
gency Files, R

G
�5, N

A
R

A
. 

（
46
）Letter from

 R
oy N

ash, to H
.M

. C
ritchfield, Superintendent 

of C
redit W

ork, D
ivision of E

xtension Industry, O
ffice 

of Indian A
ffairs, W

ashington, D
.C

., N
ovem

ber �, 1�36, 
Sacram

ent A
gency Files, R

G
�5, N

A
R

A
.

（
4�
）Ibid.

（
4�
）Letter from

 M
arcus H

unter, C
hairm

an, T
ule R

iver T
ribal 

C
ouncil, to John C

ollier, January 1�, 1�3�, Sacram
ent A

gency 
Files, R

G
 �5, N

A
R

A
.

（
4�
）M

inutes of G
eneral T

ribal C
ouncil, T

ule R
iver T

ribe, 
February 4, 1�3�.

（
50
）M

inutes of G
eneral T

ribal C
ouncil, T

ule R
iver T

ribe, 
February 13, 1�3�.

（
51
）Letter from

 S.F. Slaugh, to R
oy N

ash, M
arch 2�, 1�3�, 

Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

.

（
52
）Ibid.

（
53
）L

etter from
 R

oy N
ash

, to Joh
n C

ollier, M
ay 2�, 1�3�, 

Sacram
ent A

gency Files, R
G

 �5, N
A

R
A

.

（
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
助
教
） 



－  28  －

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
再
組
織
法
の
矛
盾
（
野
口
）

The Contradiction of the Indian Reorganization Act of 1934:
The battle for Cattle Association on the Tule River Indian Reservation

NOGUCHI, Kumiko

　　This paper examines the administrative process and the tribal argument 
to create the cattle association under Section 17 of the Indian Reorganization 
Act (IRA) of 1934 with the case study of the Tule River Indian Tribe in 
California. The previous studies on the IRA are in agreement that Sections 
16 and 17 of the Act are the central provisions which offer Native American 
tribes the tools for self-rule and self-support individually. However, despite 
its significance, these studies never provided practical analysis with tribal 
case studies for Section 17, a provision for developing tribal economic 
corporations, while focusing on political re-organization under Section 16.

　　Under Section 16, the member of the Tule River Reservation created 
their own tribal council under the Tribal constitution and By-laws in 1936 
which successfully offered the people who originally consisted of several 
tribal entities, the status as a “federally–recognized tribe”. On the other 
hand, the execution of the Section 17 and the trial of the Tule River Cattle 
Association brought about the failure due to several reasons. The economic 
gap among the tribal members and mistrust of the federal government. A 
few large cattle owners, who were descendants of the traditional political 
and economic leaders as well as the elected councilmen under the IRA 
government, resisted the creation of the cattle association which the 
independent cattle owners sought. However, the resistance of the latter never 
headed toward the former because of their respect for the traditional political 
leadership. Instead, the cattle owners protested the federal government 
because of its dictatorial actions and general disregard of tribal political 
autonomy. The argument supporting the development of the cattle association 
on Tule River Reservation disclosed the ongoing contradiction among the 
IRA provisions in Sections 16 and 17 on the Tule River Reservation, showing 
that the economic reorganization was never fully realized due, in part, to 
tribal members’ utmost respect for their re-organized political leadership 
under the Act. 


